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講時 単位数 4

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

　１．オリエンテーション
　２．保育の本質（１）
　３．保育の本質（２）
　４．保育の目的・目標（１）
　５．保育の目的・目標（２）
　６．保育の方法と形態（１）
　７．保育の方法と形態（２）
　８．保育の方法と形態（３）
　９．保育とあそび（１）　　
１０．保育とあそび（２）
１１．保育者の資質（１）
１２．保育者の資質（２）
１３．保育者としての成長
１４．保育者としての成長（２）
１５．中間まとめ
１６．子ども観と子どもの権利（１）
１７．子ども観と子どもの権利（２）
１８．保育思想（１）
１９．保育思想（２）
２０．保育思想（３）
２１．保育制度・政策（１）
２２．保育制度・政策（２）
２３．保育制度・政策（３）
２４・諸外国の保育（１）
２５．諸外国の保育（２）
２６．子育て支援（１）
２７．子育て支援（２）
２８．子育て支援（３）
２９．子育て支援（３）
３０．まとめ

テキスト 適宜、レジュメを配布

参考書

目的と概要

現在、子育て環境が変化し、保育所においては、入所児童のみならず、保護者や地域に対する子育て支援が
重要課題になっており、保育所や保育士に対する多様な期待・要望が高まっています。そこで、本講義では、
保育の目的、歴史、子ども観の変遷、保育思想、外国の子育て、保育士に求められる資質などについて学ぶ
ことを通して、保育士としてこれからの保育にいかに関わるかを学びます

成績評価法 学期末に行う試験（論述式）と平常点

開期 通年 火曜日4限

授業テーマ 保育の原理とは何かを把握する

科目名 保育原理

担当教員 桜井　智恵子

配当 教福3

2010年度




